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特集 1

インターネット上の誹謗中傷対策に
関する啓発コンテンツを公開中！
特集 2
2030 年代の社会基盤を支える
Beyond 5G 実現に向けて
―「Beyond 5G 国際カンファレンス2021」の開催 ―

地方のかがやき

［熊本県］高森町

MIC NEWS 01
２月1日～ 3 月18 日は「サイバーセキュリティ月間」 です。
この機会にセキュリティ対策の意識を高めましょう。
MIC NEWS 02
アマチュア無線は仕事に使えません！
～免許をもっていても　電波法違反です～

MIC NEWS 03　
「Data StaRt Award ～地方公共団体における
統計データ利活用表彰～」について
MIC NEWS 04　
第 92 回都市対抗野球大会において

「地域の元気 総務大臣賞」を表彰しました！
MIC NEWS 05
困ったら 一人で悩まず 行政相談
～ポスターのご紹介～

MIC リポート 01
消防団入団促進サポーター「和牛消防団」任命式
MIC リポート 02
茨城県内の行政相談委員と車座で懇談
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2022 February Vol.254

T E N T SNOC

高森町の頭文字「t」をモチー
フに、根子岳とヒメユリの
形をデザインして「野の花と
風薫る郷」をイメージ。心豊
かで暮らしやすい文化の町
づくりを通し、更に発展・飛
躍する姿を現しています。

表 紙 の キャラクター

風まる

　

カ
ロ
リ
ー
や
糖
質
が
高
く
腹
持
ち
が
い
い

と
い
わ
れ
る
餅
は
、
お
汁
粉
や
磯
辺
揚
げ
、

か
き
餅
な
ど
煮
る
、
焼
く
、
揚
げ
る
と
い
っ

た
様
々
な
調
理
で
楽
し
め
る
日
本
の
伝
統
食

材
で
す
。

　

餅
の
年
間
支
出
金
額
が
多
い
の
は
、
１

位
が
富
山
市
（
２
９
５
４
円
）
で
、
２
位

が
福
井
市
（
２
７
４
０
円
）、
３
位
が
金
沢

市
（
２
７
０
７
円
）
で
す
。
３
つ
の
市
と
も
、

北
陸
の
県
庁
所
在
地
で
す
。

　

年
間
購
入
数
量
が
最
も
多
い
の
は
、
神
奈

川
県
の
相
模
原
市
（
３
５
６
１
ｇ
）
で
す
。

全
国
平
均
（
２
２
８
９
ｇ
）
の
約
１
・
５
倍

の
数
量
で
、一
般
的
な
丸
餅
（
１
個
約
50
ｇ
）

で
換
算
す
る
と
70
個
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

次
い
で
、
富
山
市
、
岐
阜
市
と
続
き
ま
す
。

支
出
金
額
で
は
富
山
市

数
量
で
は
相
模
原
市

餅
を
た
く
さ
ん

消
費
し
て
い
る

の
は
ど
こ
？

出典：総務省統計局「家計調査（二人以上
の世帯）品目別都道府県庁所在市及び政令
指定都市ランキング」

餅の 1 世帯当たり
年間支出金額

写真：  Rhetorica、hanapon1002/PIXTA

第
十
回

1 位　富山市
2位　福井市
3位　金沢市
4位　名古屋市
5位　岐阜市

（2018 年（平成 30 年）〜
2020 年（令和 2 年）平均）

2,954円

2,740円

2,707円

2,143円

2,140円
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　私昔からハトさんが大好きでして…( 笑 )
ハートきゅんを演じられてとてもうれしかったです !!
　SNSが発達してどんどん便利になり、自分の意見も発信しやすくなっ
てきています。手軽になったからこそ、良くないものもたくさん目につ
きやすくなりました。私自身、悲しい気持ちになったこともあります。　　
　誹謗中傷で辛い思いをしたら、1人で抱え込まずに誰かに相談して
欲しいです。このような対策で、辛い思いをする人が少なくなることを
願っています…!!

　インターネット上の
誹謗中傷対策に関する
　　　　啓発コンテンツを公開中！

と
コラボ！

近年、社会問題になっているSNS 等における誹謗中傷。
加害者にならないためにはどんなことに気をつけるべき？

もし被害にあったらどうしたら良いの？
誰もが平和に暮らせる社会を作るため、世界征服を目指す

悪の秘密結社「鷹の爪団」と、愛と平和に満ちた安心・安全な SNSライフの伝道師
「ハートきゅん」と一緒に考えてみましょう！

詳しくは、こちらのQRコードから特設サイトをチェック！

SNSでの誹謗中傷はご法度！

もうSNSに悪口を書き込まない！　
３つの心得

ハートきゅん役大
橋彩香さんからメッセージをいただきました！

特集1第１話

第2話

特集１　インターネット上の誹謗中傷対策に関する啓発コンテンツを公開中！

動画は
こちらから！

動画は
こちらから！ Ⓒ DLE
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特集１　インターネット上の誹謗中傷対策に関する啓発コンテンツを公開中！

自分でできる！
誹謗中傷を受けたときの対処法

第3話 動画は
こちらから！

SNSの誹謗中傷、
1人で悩まないで！

第4話 動画は
こちらから！

自分の心と向き合い、相手の心を思いやる。
SNSに必要なのはハートなのです！

みんなで安心・安全な SNSライフを楽しみましょう！

もしもSNS 等での誹謗中傷被害にあわれたら、どうか一人で悩まないで！
以下のフローチャートを参考に相談機関を頼ってください！

インターネット上の誹謗中傷に関する相談窓口のご案内
インターネットの書き込みにより、誹謗中傷などの被害にあわれた場合

解決策について相談したい

迅速な助言 削除要請・助言 プロバイダへの連絡

・まずアドバイスがほしい
・自分で迅速に削除依頼したい

書き込んだ人に
賠償等を求めたい

弁護士に相談
または 法テラス

https://www.houterasu.or.jp/

・身の危険を感じる
・犯人を処罰してほしい

最寄りの警察署や都道府県警察本部の
サイバー犯罪相談窓口

https://www.npa.go.jp/
cyber/soudan.html

・解決策がわからない
・書き込みを削除したい

「違法・有害情報相談センター」
（総務省）

「人権相談」
（法務省）

「誹謗中傷ホットライン」
（セーファーインターネット協会）

悩みや不安を聞いてほしい

・自分で削除依頼できない
・自分の代わりに削除依頼してほしい

「まもろうよ　こころ」（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/

◎�悩みや不安を抱えて困っている方に対して、気軽に相談できる窓
口を紹介しています。電話、メール、チャット、SNSなど、様々
な方法による相談が可能です。

ネットトラブルの
専門家に相談したい

民間機関に
相談したい

国の機関に
相談したい

人権問題の専門機関に
相談したい

https://
ihaho.jp/

https://www.
saferinternet.
or.jp/bullying/

◎�相談者自身で行う削除依頼の方法など
を迅速にアドバイスします。

◎�インターネットに関する技術や制度等
の専門知識や経験を有する相談員が対
応。

◎�人権侵害に限らず、様々な事案に対し
て幅広なアドバイスが可能。
◎�インターネットでの相談の受付や、相談
のやりとりを行います。

◎�相談者自身で行う削除依頼の方法など
の助言に加え、法務局が事案に応じて
プロバイダ等に対する削除要請を行い
ます。

◎�削除要請は、専門的知見を有する法務
局が違法性を判断した上で行います。

◎�全国の法務局における面談のほか、電
話やインターネットでも相談を行います
（外国語にも対応）。

◎�インターネット上の誹謗中傷について、
連絡を受け付け、一定の基準に該当
すると判断したものについては、国内
外のプロバイダに各社の利用規約等に
沿った対応を促す連絡を行います。

◎�インターネット企業有志によって運営さ
れるセーファーインターネット協会（SIA）
が運営しています。

◎�インターネットで連絡を受付し、やりと
りはメールで行います。※削除要請ではなくアドバイスを行う相談窓口です ※違法性の判断に時間を要する場合があります

※プロバイダへの連絡を行わない場合もあります

https://www.
jinken.go.jp/

「みんなの人権110番」
0570-003-110

※上記のほか、学校や地方公共団体にある相談窓口も活用してください。

人権イメージキャラクター　人 KEN まもる君
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―「Beyond ５G 国際カンファレンス 2021」の開催 ―

特集２特集２

2030年代の社会基盤を支える
Beyond ５G

実現に向けて

世
界
は
、
21
世
紀
以
後
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
に
加
え
、
今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

る
影
響
に
よ
り
、
社
会
経
済
構
造
か
ら
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
至
る
ま
で
、
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お

い
て
、
各
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
の
持
つ
役
割

や
可
能
性
に
注
目
し
、
社
会
的
な
変
革
の

基
盤
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
研
究
開
発
、

ま
た
、
そ
の
普
及
・
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

我
が
国
に
と
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

は
、
経
済
成
長
の
源
泉
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
高
度
化
は
我
が
国

全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
Ｂ
ｅ
ｙ

ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
は
、
２
０
２
０
年
に
商
用

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
５
Ｇ
の
次
の

世
代
で
あ
り
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き

未
来
の
姿
と
し
て
提
唱
す
る
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
の
中
核
的
機
能
を
担
う
こ
と
、

２
０
３
０
年
代
の
産
業
・
社
会
生
活
の
基

盤
と
な
り
、
一
層
の
社
会
変
革
を
も
た
ら

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
総
務
省
で
は
、

有
識
者
会
合
の
開
催
を
通
じ
て
２
０
２
０

年
６
月
30
日
に
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推

進
戦
略　

︱
６
Ｇ
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

︱
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
本
戦
略

に
基
づ
き
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
推
進

に
向
け
た
中
核
的
な
組
織
と
し
て
「
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

が
設
立
さ
れ
、
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
て

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
総
務
省
と
「
Ｂ

ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
共
催
の
下
、「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
総
務
省
お
よ

び
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
中
西
総
務

副
大
臣
な
ら
び
に
五
神
会
長
お
よ
び
十
倉

副
会
長
か
ら
開
会
挨
拶
が
な
さ
れ
、
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
に
向
け
て
は
、
産
学

官
の
力
を
結
集
し
、
国
際
連
携
の
下
で
取

組
を
加
速
化
し
、
具
体
的
な
利
便
性
・
生

活
者
価
値
を
目
に
見
え
る
形
で
提
示
し
て

い
く
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
に
続
き
、
竹
内
芳
明
総
務
審

議
官
か
ら
、
我
が
国
の
B
e
y
o
n
d 

５
G
の
実
現
ビ
ジ
ョ
ン
や
そ
れ
に
向
け

た
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
は
、

２
０
３
０
年
代
の
産
業
・
社
会
生
活
の
基

盤
と
な
り
、
遠
隔
医
療
、
安
心
安
全
な
交

通
シ
ス
テ
ム
、
遠
隔
地
か
ら
の
バ
ー
チ
ャ

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
意
義
と

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
に
向
け
た

我
が
国
の
取
組

ル
会
議
参
加
等
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
活

用
が
想
定
さ
れ
る
中
、
現
在
の
５
G
が

備
え
る
高
速
・
低
遅
延
・
多
数
同
時
接

続
と
い
っ
た
機
能
を
更
に
向
上
さ
せ
つ

つ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る

超
低
消
費
電
力
等
の
機
能
を
付
加
し
な

が
ら
研
究
開
発
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
、
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点

で
は
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
市
場
に
お
い

て
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
存
在
感

を
示
せ
る
よ
う
、
必
須
特
許
シ
ェ
ア
を

10
％
以
上
取
得
す
る
べ
く
各
国
と
連
携

し
な
が
ら
共
同
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る
大
阪
・

関
西
万
博
を
我
が
国
の
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
を
世
界
に
示
す
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
と

し
て
捉
え
、
２
０
２
１
年
か
ら
の
５
年
間

を
集
中
投
資
期
間
と
し
て
１
０
０
０
億
円

の
国
費
を
投
入
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

　総務省では、2021年 11月 9 日、10 日の 2 日間にわたり、「Beyond ５G 国際カンファレンス 2021」をホテルニューオー
タニ（千代田区）およびオンラインで開催いたしました。
　国内からは、金子恭之総務大臣、中西祐介総務副大臣、五神真東京大学大学院教授（Beyond ５G 推進コンソーシアム会
長）、中尾彰宏東京大学大学院教授（同コンソーシアム国際委員長）、吉田進第５世代モバイル推進フォーラム会長、十倉雅和
一般社団法人日本経済団体連合会会長、徳田英幸国立研究開発法人情報通信研究機構理事長、澤田純日本電信電話株式会
社代表取締役社長、井伊基之株式会社 NTTドコモ代表取締役社長、髙橋誠 KDDI 株式会社代表取締役社長、宮川潤一ソフ
トバンク株式会社代表取締役社長執行役員兼 CEO、山田善久楽天モバイル株式会社代表取締役社長（以上同コンソーシアム
副会長）をはじめとする Beyond ５G を推進する産学官の関係者が、国外からは、ジュリア・ロペス英国閣外大臣、ホセ・フェ
ルナンデス米国国務次官をはじめとする各国政府高官や、マティ・ラトヴァ・アホ・フィンランド６G Flagship ディレクター等、
多くの有識者の出席を賜り、国内外からの Beyond ５G への期待や Beyond ５G 実現に向けた機運の高まりをうかがえました。
　２日間の会合で、約 50 カ国から延べ 900 名以上の方にご参加いただくなど、非常に盛況でした。
　総務省としては、本カンファレンスを弾みに、Beyond ５G 実現に向けて一層のスピード感をもって取り組んでまいります。

中西総務副大臣による開会挨拶の様子五神 Beyond 5G 推進コンソーシアム
会長による開会挨拶の様子

2030年代の社会基盤を支える Beyond 5G 実現に向けて

(1)

(2) Ｇ
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２
１
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
は
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
の
た
め

の
研
究
開
発
等
の
取
組
の
加
速
化
、
国

際
連
携
の
強
化
に
焦
点
を
当
て
、
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

そ
の
実
現
に
必
要
な
要
件
お
よ
び
技
術
、

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
等
に
つ
い
て
、
国
内
外
の

様
々
な
主
体
が
参
加
し
、
国
際
的
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

て
開
発
実
証
を
進
め
て
い
く
旨
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実

現
に
向
け
て
は
、
そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
推
進
が
必
要
と
な
る
と
こ
ろ
、
現

在
展
開
中
の
５
Ｇ
イ
ン
フ
ラ
を
し
っ
か
り

整
備
し
、
そ
こ
に
オ
ー
バ
ー
レ
イ
す
る
形

で
円
滑
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
伴
う
我
が
国
の
デ
ー
タ
ト
ラ
フ
ィ
ッ

ク
の
増
大
も
踏
ま
え
、
ま
ず
は
５
Ｇ
を
国

土
の
す
み
ず
み
ま
で
行
き
渡
ら
せ
て
い
く

べ
く
２
０
２
３
年
度
末
に
国
土
カ
バ
ー
率

を
98
％
と
す
る
計
画
を
可
能
な
限
り
前
倒

し
し
な
が
ら
進
め
、
５
Ｇ
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
使
い
こ
な
さ
れ
て
い
る
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ

ｎ
ｄ 

５
Ｇ 

ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
な
環
境
を
早

期
に
実
現
し
て
い
く
旨
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
諸
外
国
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
米
国
や
欧
州
と
の
間
で
、
５
Ｇ
、

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
を
含
む
セ
キ
ュ
ア
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
網
の
研
究
開
発
や
実
証
で
の
協
力

に
つ
い
て
合
意
し
て
お
り
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ

ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
・
オ
ウ
ル
大
学
が
主
導
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
６
Ｇ 

Ｆ
ｌ
ａ
ｇ
ｓ
ｈ

ｉｐ
と
の
間
で
は
、
情
報
交
換
、
人
的
交

流
、
国
際
共
同
研
究
の
分
野
で
協
力
を
進

め
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構
（
以
下
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と

い
い
ま
す
。）
徳
田
英
幸
理
事
長
か
ら
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
実
現

に
向
け
て
描
く
シ
ナ
リ
オ
や
研
究
開
発
戦

略
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
で
は
、
公
的
な
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
役
割
と
し
て
、
総
務

省
の
事
業
で
あ
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 
５
Ｇ
研

究
開
発
促
進
事
業
で
研
究
開
発
の
た
め
の

基
金
を
設
置
し
、
民
間
企
業
や
大
学
な

ど
の
研
究
開
発
に
資
援
を
行
っ
て
お
り
、

２
０
２
１
年
11
月
時
点
で
44
の
事
業
が
動

き
出
し
て
い
る
こ
と
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
の
研
究
や
実
証
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
な

テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
（
試
験
運
用
環
境
）
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
進
め

る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
の
た
め
の
研

究
開
発
戦
略
と
し
て
、
①
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
自
身

が
研
究
開
発
の
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
、
②
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
自
主
的
な
研
究
開
発
事
業
と
支

援
事
業
が
連
携
し
て
研
究
内
容
を
磨
い
て

い
く
こ
と
、
③
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
白
書

の
更
新
を
し
て
い
く
こ
と
、
④
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ

ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
の
核
と
な
る
知
財
の
獲

得
や
標
準
化
を
推
進
す
る
こ
と
、
⑤
国
際

連
携
と
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
、

の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
内
の
通
信
事
業
者
か
ら
は
、

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
実
現
に
向
け
た
各

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
組
状
況
に
つ
い
て
発
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強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
既
に
一
企
業
や
一
か
国
単
位

で
は
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
に
関
す
る
研
究

や
支
援
の
ベ
ー
ス
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
社
会
的

な
価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
各
国
と

の
連
携
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ

ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
の
各
国
共
通
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
早
期
に
設
定
・
共
有
し
、
そ
れ

を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
や
大
学
で
の
研
究
開
発
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
研
究
開
発
の

段
階
か
ら
必
要
な
政
府
支
援
を
得
な
が
ら

国
際
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
と
し
て
も
、
国
際
連
携
の
重
要
性
を
認

識
し
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
国
際
委
員
長

で
あ
る
中
尾
東
京
大
学
大
学
院
教
授
か
ら
、

今
後
、
我
が
国
技
術
の
対
外
的
発
信
と
諸

外
国
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
旨

発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
閉
会
に

際
し
て
は
、
金
子
総
務
大
臣
か
ら
、
本
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
契
機
に
国
際
的
な
交
流
・

連
携
を
一
層
加
速
し
、
今
後
の
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ

ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
実
現
に
向
け
た
国
際
的
な

議
論
を
、
我
が
国
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
と

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
国
外
か

ら
も
産
学
官
の
様
々
な
主
体
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
国
政
府
で
は
、

ロ
ペ
ス
英
国
閣
外
大
臣
や
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
米
国
国
務
次
官
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
や

E
U
の
行
政
執
行
機
関
か
ら
の
参
加
が

あ
り
、
５
Ｇ
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現

に
向
け
て
の
各
国
・
地
域
の
政
策
や
政
府

の
投
資
に
係
る
状
況
に
加
え
、
そ
の
推
進

に
向
け
た
法
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
を
見
据
え
て
、
ま
ず
は
５
Ｇ
の
機
能

拡
充
と
早
期
の
国
内
展
開
を
進
め
て
い
く

こ
と
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
安
心
安

全
な
５
G
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
シ
ス
テ

ム
の
確
保
に
向
け
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
強
靱
化
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
強
化
す
る
こ
と
が
各
国
共
通
の
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ノ
キ
ア
や
ク
ア
ル
コ
ム
を
は
じ
め

と
す
る
欧
米
の
通
信
事
業
者
か
ら
、
５
Ｇ
、

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
展
望
や
そ
の
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
、
導
入
に
向
け
て
必
要
な
要
件

お
よ
び
技
術
に
つ
い
て
、
自
身
や
自
社
が

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
各
国
に

お
け
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進

に
係
る
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
要

素
技
術
の
研
究
段
階
か
ら
社
会
実
装
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
の
長
期
的
な

産
学
官
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を

共
有
し
、
そ
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
方
で
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
に
向
け

た
国
際
競
争
は
年
々
激
化
し
て
お
り
、
国

内
外
で
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
各
種
検
討

や
活
動
が
刻
々
と
進
展
す
る
中
、
我
が
国

と
し
て
研
究
開
発
や
知
財
・
国
際
標
準
化

等
を
戦
略
的
に
推
進
し
、
国
際
競
争
力
を

強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
内
の
関
係

組
織
や
主
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
取
組
や

知
見
を
集
積
し
、
研
究
開
発
の
重
点
領

域
や
推
進
方
策
等
の
更
な
る
具
体
化
が

必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、

2
0
2
1
年
９
月
か
ら
情
報
通
信
審
議

会
（
情
報
通
信
技
術
分
科
会
技
術
戦
略
委

員
会
）
に
お
い
て
、「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
に
向
け
た
情
報
通
信
技
術
戦
略
の
在
り

方
」に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
検
討
に
際
し
て
は
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
も
連
携
し

つ
つ
、
今
般
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
け

る
議
論
の
中
で
様
々
な
関
係
者
か
ら
示
さ

れ
た
有
益
な
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
進

め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
毎
年
開
催
す
る

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
場
な
ど
を
生
か
し
て

国
際
的
な
交
流
・
連
携
を
一
層
加
速
し
、

各
国
と
の
連
携
の
下
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
の
実
現
に
向
け
た
国
際
的
な
議
論
を

リ
ー
ド
し
て
い
き
ま
す
。

ｎ
ｄ 

５
Ｇ
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の

尾
上
誠
蔵
最
高
標
準
化
責
任
者
（
Ｃ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
）
の
進
行
に
よ
る
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
実
現
に
向
け
て
必
要
な
要
素
に
つ
い
て

議
論
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
は
持
続
可

能
性
を
考
慮
し「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
環
境
制
約
を
最
優
先
に
考
え
デ
ー

タ
の
や
り
取
り
に
よ
る
電
力
消
費
を
減
ら

す
こ
と
、
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
に
お
け
る

秘
匿
性
の
高
い
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
前
提
と
し
て

の
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
信
頼
性
を
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
国
際
連
携
を

社
長
か
ら
は
、
社
会
基
盤
と
し
て
の
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
実
現
に
向
け
て
、
低
遅

延
・
高
可
用
性
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現

す
る
分
散
型
ク
ラ
ウ
ド
と
H
A
P
S
等

の
非
地
上
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ

る
耐
災
害
性
、
耐
障
害
性
の
向
上
の
必
要

性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
天

モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
の
山
田
社
長
は
、
産

学
連
携
等
で
進
め
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ

の
研
究
開
発
活
動
と
し
て
、
エ
ッ
ジ
ク
ラ

ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
衛
星
通
信

や
自
律
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
へ
の
取
り
組

み
を
説
明
し
、
国
内
で
実
用
化
し
た
完
全

仮
想
化
ク
ラ
ウ
ド
ネ
イ
テ
ィ
ブ
モ
バ
イ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
国
際
展
開
に
つ
い

て
も
発
信
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
か
ら
は
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
お
よ
び
６
Ｇ
を
巡
る
世
界
動
向
に
つ

い
て
の
報
告
な
ら
び
に
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
の
国
際
標
準
化
を
進
め
る
国
際
電
気
通

信
連
合
無
線
通
信
部
門
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
︲
Ｒ
）

の
Ｗ
Ｐ
５
Ｄ
へ
の
寄
与
文
書
入
力
を
行
う

べ
く
取
り
ま
と
め
て
い
る
、我
が
国
の「
Ｂ

ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
白
書
」
作
成
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
白

書
は
、
２
０
２
２
年
３
月
に
第
１
版
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
澤
田
社
長

か
ら
は
、
光
電
融
合
時
代
に
お
い
て
、
環

世
界（
ｕ
ｍ
ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
）を
つ
な
ぐ
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
同
社
の
新
た
な

世
界
を
実
現
す
る
革
新
的
な
構
想
）
の
可

能
性
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。
株

式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
井
伊
社
長
は
、
現

行
の
５
Ｇ
を
高
度
化
さ
せ
、
６
Ｇ
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
研
究
開
発
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
「
５
Ｇ 

Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ａ
ｎ
ｄ 

６
Ｇ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
光

を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
技
術
と
有
機

的
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
エ
ン
ド
ツ
ー

エ
ン
ド
で
多
様
な
価
値
を
提
供
す
る
次
世

代
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
へ
と
進
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
の
髙
橋
社
長
か
ら
は
、
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ 

Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ 

５
・

０
と
称
し
た
次
世
代
社
会
構
想
に
基
づ
き
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
先
端
技
術
や
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
研
究
を
通
じ
て
社
会

課
題
の
解
決
を
図
る
と
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
宮
川

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
実
現
に
向
け
た

国
際
連
携
の
強
化

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

竹内総務審議官による講演
の様子

フェルナンデス米国国務次官による講演の様子

(3)(4)

特集２ 2030年代の社会基盤を支える Beyond 5G 実現に向けて

ロペス英国閣外大臣による講演の様子 

金子総務大臣による閉会挨拶の様子

「Beyond 5G 実現に向けて必要な要素」について
議論するパネルディスカッションの様子

中尾 Beyond 5G 推進コンソーシアム国
際委員長による講演の様子
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高森町に発着駅がある南阿蘇鉄道高森
線は、令和 5 年夏に全線再開を予定。

「野の花と風薫る郷」をうたい、「観光
立町」を目指す高森町は、観光の拠点
とするため関係団体や住民とともに高
森駅周辺の整備を進めています。

森
町
［熊本県］

高

「
野
の
花
と
風
薫
る
郷
」で
進
む

創
造
的
復
興
を
目
指
す
ま
ち

た
か
も
り
ま
ち

標高 1,408m、のこぎり状の稜線を有する町のシンボル根子岳を眺めて走る南阿蘇鉄道 ( 上 )。
月廻り公園の広大な敷地には芝生広場やゴーカート場がある。温泉館、食事処も併設 ( 下 )。

人口：6,147人
　　　(令和 3 年10月末現在 )
面積：175.06㎢
町木：ヤマザクラ
町花：ヒメユリ
町役場所在地：熊本県阿蘇郡高森町
　　　　　　　大字高森 2168 番地

Takamori Town DATA
武
天
皇
の
子
息
の
日ヒ

子コ

八ヤ

井イ
ノ

命ミ
コ
トは
こ
の

地
の
人
々
を
苦
し
め
る
大
蛇
を
退
治
し
、

神
武
天
皇
の
命
を
受
け
た
健タ

ケ

磐イ
ワ

龍タ
ツ
ノ

命
ミ
コ
ト

は
妻
の
阿ア

蘇ソ

都ツ

姫ヒ
メ

と
共
に
阿
蘇
を
開
き
、

農
業
を
広
め
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

観
光
と
並
ぶ
町
の
産
業
が
農
業
で
す
。

豊
か
な
農
耕
文
化
が
育
ま
れ
た
高
森
は

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

稲
作
や
花
き
な
ど
の
ほ
か
、
８
月
の
平

均
気
温
が
25
℃
ほ
ど
の
高
原
の
気
候
を

生
か
し
、
大
根
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
高

冷
地
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
の
東
端
に
あ
り
、
東
西

18
㎞
、
南
北
25
㎞
と
世
界
有

数
を
誇
る
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
。

そ
の
中
央
に
あ
る
阿
蘇
五
岳
か
ら
南
東

の
外
輪
山
に
至
る
一
帯
を
町
域
と
す
る

の
が
高
森
町
で
す
。

　

阿
蘇
山
や
広
大
な
草
原
な
ど
雄
大
な

景
観
に
恵
ま
れ
た
高
森
町
は
、
阿
蘇
く

じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
属
し
、
休
暇
村
南

阿
蘇
や
鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
自

然
に
親
し
め
る
観
光
施
設
が
あ
り
、
町

中
に
は
酒
の
蔵
元
や
醤
油
の
醸
造
元
な

ど
が
並
び
ま
す
。

　

高
森
は
神
話
の
舞
台
で
も
あ
り
、
神

熊　
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復
興
を

進
め
る
一
方
で
、
町
内
に
整
備
し
た

光
通
信
網
を
活
用
し
、「
町
の
情
報

化
」、「
教
育
の
情
報
化
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
都
市
部
と
変
わ
り
な

い
情
報
通
信
環
境
は
、（
株
）
コ
ア

ミ
ッ
ク
ス
第
二
本
社
設
立
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。
新
し
い
産
業
の
創
出

に
よ
る
地
方
創
生
な
ど
、「
将
来
の

子
ど
も
達
に
誇
れ
る
高
森
町
」
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高森町長

草村大
だ い

成
せ い

「将来の子ども達に
誇れる高森町」へ

地元特産のつるの子芋を用いる伝統料理。
ヤマメや沢ガニ、こんにゃくなどが加えら
れて定着した。味噌を塗り、囲炉裏で焼く。

国産みの神、伊
い

邪
ざ

那
な

岐
ぎの

命
みこと

、伊
い

邪
ざ

那
な

美
みの

命
みこと

、岩
いわ

君
ぎみ

大
だい

将
しょう

軍
ぐん

をまつる。参道には奉納された
約 100 基の石灯籠が並ぶ。

別名山引。日用雑貨などを用いて動物など
をかたどった造り物が町へ繰り出し、伝統
芸能の「にわか」を青年たちが披露。

郷土料理

高森田楽
パワースポット

上
か み

色
し き

見
み

熊
く ま

野
の

座
ざ

神
じ ん

社
じ ゃ

夏祭り

風
ふ う

鎮
ち ん

祭
さ い

鉄道トンネルの掘削が
大量の出水で中止とな
り、その跡地に造られ
た高森湧水トンネル公
園。トンネルは全長
550m。湧水量は毎分
32t。

昭和 19 年に和牛とし
て登録されたあか牛。
草原（牧野）で育つ。
赤身はほどよい脂肪分
を含み、うま味と柔ら
かさを兼ね備える。

例年 2 月から 3 月に
かけて行われる「新酒
とふるさとの味まつ
り」。造り酒屋の蔵出
し寒作り新酒や郷土芸
能のイベントを楽しめ
る。

九州自然歩道沿いにあ
る高

たか

森
もり

殿
どん

の大杉。幹回
りが 10m を超える 2
本の杉で、寄り添って
立つ姿から「夫婦杉」
とも呼ばれる。

高森町
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全
線
復
旧
の
先
へ

南
阿
蘇
鉄
道
復
興
と「
熊
本
都
市
圏
ア
ク
セ
ス
30
分
台
構
想
」

　 

演
劇
や
鉄
道
で
も
活
躍

地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
感
じ
な
が
ら
阿
蘇
の
眺
望
を

満
喫
で
き
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が

人
気
の
南
阿
蘇
鉄
道
で
す
が
、

熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
現
在
、

立
野
駅
か
ら
中
松
駅
の
区
間
が
運
転
見
合

わ
せ
中
で
す
。

　

高
森
町
は
「
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的

復
興
」
を
掲
げ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
す

え
た
高
森
駅
を
観
光
拠
点
と
し
た
駅
周
辺

の
再
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
草
村
町
長
は
全
線
復
旧
と
同
時

に
Ｊ
Ｒ
肥
後
大
津
駅
︱
高
森
駅
の
直
通
乗

り
入
れ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
65
分

か
か
る
南
阿
蘇
地
域
か
ら
熊
本
都
市
圏
の

ア
ク
セ
ス
を
30
分
台
に
短
縮
し
て
、
観
光

客
の
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
を

図
る
構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

町
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
た
め
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を

募
っ
て
い
ま
す

風

鹿児島出身の宍戸さんは「震災復興の力になりた
い」と 3 年前に地域おこし協力隊員となり、資
格を取得して運転士に。「記念グッズの製作など
全線復旧にかかる事業にも携わっています」

歌劇団員として舞台に立ち、町のケーブルテレビ
「たかもりポイントチャンネル」の「ぶらりたか
もり」のレポーターとしても活動。「エンターテ
インメントなどを通して町を盛り上げたいです」

南阿蘇鉄道運転士・地域おこし協力隊 096k 熊本歌劇団員・地域おこし協力隊
宍戸優介さん 野村由貴さん

生き生きしてる！

　「たかもり新風まるプラン」は、幼児期の教育・
保育や地域子ども・子育て支援事業の計画的確保、
子どもの健やかな成長と子育てを社会全体で支援
する環境整備を目的とするもので、令和 2 年度
からの 5 年間を計画期間とします。基本理念は

「家庭と地域でともに支え合い　心豊かな子ども
を育むまちづくり」。
　事業の拠点となるのが高森町子育て世代包括支
援センターです。ここには妊娠期から子育て期の
さまざまな悩み・相談質問に答える相談窓口があ
り、保健師や管理栄養士が話を聴き、必要に応じ
て関係諸機関と協力してサポートします。

　阿蘇では昔から「結い」「かちゃり」「隣
組」と呼ばれる助け合いの地域組織があり
ました。これを福祉の分野に生かそうとい
うのが阿蘇管内の 7 市町村社会福祉協議
会が中心となって平成 9 年にスタートし
た阿蘇やまびこネットワークです。高森町
はこのネットワークの中で支援力と受援力
を高める地域づくりを進めています。
　令和 2 年に策定した「第 3 期高森町地
域福祉プラン」は、地域で暮らす誰もが自
分の暮らす地域について関心を持つこと、
地域づくりに参加し、みんなで共生社会を
創っていくことが重要である、という考え
方から、基本理念を「高森町　みんなで創
る共生社会」としました。

治
体
が
移
住
希
望
者
を
任
期

付
き
公
務
員
と
し
て
雇
用
し
、

地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も

ら
う
の
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
移
住

公
務
員
）
の
制
度
で
す
。

　

高
森
町
で
は
40
名
も
の
隊
員
が
様
々

な
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
例
え
ば
南

阿
蘇
鉄
道
で
は
運
転
士
を
含
め
４
人
が

活
動
中
で
す
。

　

株
式
会
社
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス
が
主
催
す

る
女
性
歌
劇
団「
０
９
６
ｋ（
オ
ク
ロ
ッ

ク
）
熊
本
歌
劇
団
」
か
ら
は
、
27
名
の

団
員
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員

と
な
っ
て
移
住
し
、
高
森
町
の
拠
点
で

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

任
期
を
終
え
て
か
ら
地
域
の
た
め
に

活
躍
す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
高
森
町

は
、
観
光
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
一

般
社
団
法
人
高
森
観
光
推
進
機
構
と
の

共
同
事
務
所
を
駅
前
に
開
設
し
ま
し
た

が
、
同
機
構
の
事
務
局
長
・
井
上
真
希

さ
ん
も
元
隊
員
で
、
現
在
「
戦
国
時
代

の
高
森
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

自

高森観光推進機構のツアーで戦国時代に領民が隠れた
と伝わる巨大洞穴「千人がくれ」の案内役を務める高
森秀平さん。高森城主の末裔でもあるそう。

「草原の野草を堆肥とする
などバランスの取れた自然
と人の営みに感動して移住
を決めた」と言う高森観光
推進機構の井上さん。

旧高森温泉館を改装・改築したアーティスト育成施設「アーティストビ
レッジ阿蘇 096 区」で歌劇団員のレッスンが行われる。

096k 熊本歌劇団の舞台『前田慶次 かぶき旅 ～
肥後の虎・加藤清正～ 編』。熊本市の「桜の馬場
城彩苑 熊本城ミュージアムわくわく座」で金・
土曜日に公演。

沿線自治体が出資する第三セクター方式の南阿蘇鉄道。
新しい高森駅は県の「くまもとアートポリス」事業の
一環として設計される。

心豊かな子どもを育む
たかもり新風まるプラン

誰もが地域づくりに参加
みんなで創る共生社会

　子育て世代包括支援センターではベビーマッサージなど
の講座や子育てをする保護者が集まり話し合う子育て座談
会を開催。

人気漫画『ONE PIECE』に登場するフランキーの像。
復興プロジェクトとして作者で熊本県出身の尾田栄一
郎さんたちの協力を得て沿線で像の設置が進められた。

「阿蘇の奥座敷」と呼ばれる
高森の魅力を掘り起こし、
観光資源として提案して
地域おこしにつなげて
いきたいです
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北海道	 3月3日（木）	 サイバーセキュリティフォーラム北海道2022
北海道	 2月18日（金）	 SC4Y (’21#5) HAISLサイバーセキュリティセミナー (仮 )
宮城県	 2月22日（火）	 サイバーインシデント演習
東京都	 2月18日（金）	 2021年度関東サイバーセキュリティセミナー
新潟県	 2月18日（金）	 第16回セキュリティセミナー
長野県	 2月24日（木）	 サイバーセキュリティセミナー2022
愛知県	 2月4日（金）	 サイバーセキュリティセミナー2022
滋賀県	 3月3日（木）	 テレワーク＆セキュリティセミナー in滋賀（仮）
大阪府	 3月9日（水）	 情報セキュリティセミナー
広島県	 2月22日（火）	 中国地域サイバーセキュリティ連絡会交流セミナー
岡山県	 3月11日（金）	 サイバーインシデント対応勉強会
愛媛県	 2月9日（水）	 サイバーインシデント演習
愛媛県	 3月上旬	 サイバーセキュリティシンポジウム道後（SEC道後）2022プレイベント
熊本県	 2月10日（木）	 サイバーセキュリティ・カレッジ in熊本2022
沖縄県	 2月17日（木）	 サイバーセキュリティ月間セミナー in 沖縄

01
M I C  N E W S

　

政
府
で
は
、
例
年
2
月
1
日
か
ら
3
月

18
日
ま
で
を
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
」
と
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
普
及
啓
発
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

総
務
省
で
も
次
の
よ
う
に
様
々
な
取
組

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
意
識
を

高
め
、
自
宅
や
職
場
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

各
地
の
総
合
通
信
局
等
が
中
心
と
な
り
、

セ
ミ
ナ
ー
形
式
を
中
心
と
し
た
普
及
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
最
新
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
や
外
出
先
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用

機
会
も
増
え
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
利
用
者
と
提
供
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し

て
、
対
策
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
講
座
も
開
講

予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

　

急
速
に
利
用
が
拡
大
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
作
業
や

端
末
・
デ
ー
タ
の
持
ち
出
し
も
あ
り
、
新

た
な
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
形
式
の
手
引
き
を
令
和
3
年
5

月
に
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

2 月1日～3月18日は
「サイバーセキュリティ月間」 です。

この機会にセキュリティ対策の
意識を高めましょう。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
と
は

１　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

２　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

３　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　情報セキュリティに関する政府戦略であ
る「第１次情報セキュリティ基本計画」が
平成18年2月2日に策定されたことから、
2月2日を「情報セキュリティの日」とし、
平成 22 年からは 2月を「情報セキュリティ
月間」と定めました。その後、平成 26 年
にサイバーセキュリティ基本法が成立した
ことを踏まえ、平成 27年から期間を3月
18日（サ（3）イ（1）バー（8）の日）ま
で拡大した上で、名称も「サイバーセキュリ
ティ月間」と改めたものです。

「サイバーセキュリティ月間」
なぜ 2/1 ～ 3/18 ？

サイバーセキュリティに関する各種イベント
（本年度はオンライン開催となるイベントもあります）

場所 開催予定日

無線 LANセキュリティガイドライン
（利用者向け（緑）・提供者向け（青））

テレワークセキュリティガイドライン（左）・
手引き（チェックリスト）（右）

詳細は、次の Web サイトを
ご確認ください

●サイバーセキュリティ月間・
　各種イベント

●無線 LAN(Wi-Fi) の
　安全な利用について

●テレワークにおける
　セキュリティ確保

https://www.nisc.go.jp/
security-site/month/

https://www.soumu.
go.jp/main_sosiki/
cybersecurity/wi-fi/

https://www.soumu.
go.jp/main_sosiki/
cybersecurity/telework/

02
M I C  N E W S

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
電
波
法
令
に
よ

り「
金
銭
上
の
利
益
の
た
め
で
な
く
、も
っ

ぱ
ら
個
人
的
な
無
線
技
術
の
興
味
に
よ
っ

て
行
う
」
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中

の
人
と
の
交
信
や
無
線
機
の
工
作
と
い
っ

た
無
線
技
術
へ
の
興
味
に
よ
る
趣
味
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
で
は
、
非
常
災
害
時
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
活

動
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦�

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
仕
事
（
企
業
等

の
営
利
法
人
等
の
営
利
活
動
）
に
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

仕
事
で
使
う
無
線
は
、
デ
ジ
タ
ル
簡
易

無
線
（
登
録
局
）、
特
定
小
電
力
無
線
、

Ｉ
Ｐ
無
線
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
ア
プ
リ

な
ど
が
便
利
で
す
。
状
況
に
応
じ
て
、

適
切
な
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

アマチュア無線は
仕事に使えません！

～免許をもっていても　電波法違反です～

お 問 い 合 わ せ 先
●総務省電波利用ホームページ
　https://www.tele.soumu.go.jp/

電波法に違反すると

Case2

Case1

免許を受けずに開設・
運用したら

アマチュア無線を
仕事に使用したら

１年以下の懲役　または

100 万円以下の罰金

１年以下の懲役　または

100 万円以下の罰金

仕事には、こんな無線が便利です！
無線従事者資格もコールサインも必要ありません。

●デジタル簡易無線（登録局）
　無線機同士で直接通信ができます。携帯電
話の電波が届かないエリアでも利用できま
す。秘話機能が使えます。通信料はかかりま
せん。

●ＩＰ無線
　携帯電話の通信網を利用して、無線機同士
で通信ができます。携帯電話が利用できるエ
リアであればどこでも利用でき混信しませ
ん。通信料がかかります。

●トランシーバーアプリ
　専用の無線機の購入は不要で、スマート
フォンにアプリを入れて利用できます。無料
のものと有料のものがあります。 ルールを守って楽しみましょう。

●総務省総合通信基盤局電波部移動通信課
　　　　　　　　　電波環境課監視管理室

電波利用 検 索

ポ
イ
ン
ト
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「Data StaRt Award
 ～地方公共団体における統計データ利活用表彰～」

について

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
客
観
的
な
統
計

デ
ー
タ
に
基
づ
く
的
確
か
つ
効
率
的
な
行

政
運
営
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
の
利
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統
計

デ
ー
タ
を
利
活
用
し
た
優
れ
た
取
組
を

進
め
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
表
彰

（「D
ata StaRt A

w
ard 

～
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
表
彰

～
」）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
平
成
28
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

令
和
３
年
度
で
第
６
回
を
迎
え
ま
し
た
。

総
務
省
統
計
局
が
、
デ
ー
タ
利
活
用
の
推

進
拠
点
と
し
て
和
歌
山
県
内
に
開
設
し
た

「
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」
が
中

心
と
な
り
、
全
国
の
都
道
府
県
・
市
町
村

か
ら
取
組
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

EBPM

（Evidence Based Policy 

M
aking

，
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

を
は
じ
め
デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
は
、
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
お
り
、全
国
か
ら
は
、各
種
デ
ー

タ
の
分
析
結
果
を
活
用
し
た
行
政
施
策
の

立
案
や
、
分
析
ツ
ー
ル
の
開
発
、
あ
る
い

は
デ
ー
タ
利
活
用
に
係
る
人
材
育
成
の
取

組
な
ど
、
様
々
な
取
組
の
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
取
組
に
つ
い
て
は
、

「
活
用
手
法
の
有
効
性
」「
活
用
デ
ー
タ
の

適
切
性
」「
取
組
の
効
果
」「
継
続
性
・
発

展
性
」「
汎
用
性
」「
独
自
性
・
先
進
性
」

の
６
つ
の
項
目
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

有
識
者
や
総
務
大
臣
、
統
計
局
長
に
よ

る
審
査
を
経
て
、10
月
18
日
（
統
計
の
日
）

に
受
賞
団
体
を
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
選
ば
れ
た
、総
務
大
臣
賞
、統
計
局
長

賞
、
特
別
賞
の
各
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地方公共団体における統計
データ利活用表彰のサイト
https://www.stat.go.jp
/info/guide/
rikatsuyou/index
_2021.html

　佐賀市では、医療・介護・健診等ビッ
グデータを活用し、地域の民生委員や医
療機関等の関係者と連携して重症化リス
クの高い高齢者の介護予防を推進するプ
ロジェクトを実施しました。

佐賀市
介護予防ＤＸ 
～データを活用した介護予防推進事業～

総 務 大 臣 賞

　神戸市では、科学的根拠に基づく保健
事業の推進による市民サービスの向上を
目指し、医療・介護のレセプトデータや
健診データを連結・匿名化した「ヘルス
ケアデータ連携システム」を新たに整備
しました。

神戸市 
日本初の神戸市のヘルスケアデータ
連携システムについて

統 計 局 長 賞

特 別 賞

大津市 大津市EBPMの推進に向けたデータ分析業務
（移住・定住促進に向けた分析） 

長崎県 大学生の就職意識に関する分析について

ふじみ野市 EBPM 研究会

大阪府 自治体SDGsの推進に向けた自己分析モデルの構築

　

ま
た
、
総
務
省
統
計
局
で
は
、
地
方

公
共
団
体
の
た
め
の
デ
ー
タ
利
活
用
支

援
サ
イ
ト
「D

ata StaRt

（
デ
ー
タ
・
ス

タ
ー
ト
）」（https://w

w
w

.stat.go.jp/
dstart/

）
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
本

表
彰
は
、
こ
の
サ
イ
ト
と
連
携
す
る
形
で
、

応
募
い
た
だ
い
た
取
組
事
例
の
情
報
発
信

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
E
B
P
M
の

推
進
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

直
結
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
住

民
の
皆
様
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

各
受
賞
団
体
の
取
組
が
、
広
く
多
く
の

地
域
の
取
組
の
参
考
に
な
り
、
各
地
に
お

い
て
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地方公共団体のためのデータ利活用支援サイト（Data StaRt）
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困ったら 一人で悩まず 行政相談
～ポスターのご紹介～

05
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04
M I C  N E W S

第９２回都市対抗野球大会において
「地域の元気 総務大臣賞」 

を表彰しました！

　

第
92
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
開
会
式

が
、
令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）
に
東
京

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

当
該
大
会
は
、
地
域
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
チ
ー
ム
が
、
各
都
市
を
代
表
し
て
戦

う
も
の
で
あ
り
、
総
務
省
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
大
会
の
後
援
を
、
平
成
26
年
度
か

ら
「
地
域
の
元
気 

総
務
大
臣
賞
」
の
表

彰
を
し
て
い
ま
す
。 

　

令
和
３
年
度
の
「
地
域
の
元
気 

総
務

大
臣
賞
」
は
、「
足
利
市
（
栃
木
県
）」
が

受
賞
し
ま
し
た
。 

　

開
会
式
で
は
、
金
子
総
務
大
臣
の
代
理

と
し
て
、
鳩
山
総
務
大
臣
政
務
官
が
祝
辞

を
披
露
さ
れ
た
上
で
、
受
賞
者
で
あ
る
足

利
市
の
塚
原
副
市
長
に
対
し
、
表
彰
状
お

よ
び
記
念
品
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。 

　

な
お
、
当
該
大
会
は
、
令
和
３
年
12
月

９
日
（
木
）
ま
で
の
12
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
東
京
ガ
ス
（
東
京
都
）
が
、
H

ｏ
ｎ
ｄ
ａ
熊
本
（
大
津
町
）
と
の
決
勝
戦

を
制
し
、
初
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

表彰式で賞状・記念品を授与する鳩山総務大臣政務官

受 賞 の 理 由  「地域の元気 総務大臣賞」について 

　「足利市」は、市民、地元企業と一体とな
り、市内の社会人野球クラブである「全足
利クラブ」に対し、多面的な支援を行って
きました。 
　「全足利クラブ」は、その支援に応えるべ
く、市内での野球教室開催のほか、令和３
年の全日本クラブ野球選手権で 11回目の
優勝を果たすなど、市内の野球文化の醸成
に大きく寄与しており、その一体感を評価
したものです。

　社会人野球を通じ、地域の元気を創造し、活
性化に大きく貢献している企業チームおよびク
ラブチームの関係自治体の業績をたたえるもの。 
●選考委員（敬称略、役職は選考当時のもの） 
　増田寛也
　（日本郵政株式会社取締役兼代表執行役社長） 
　宇津木妙子（日本ソフトボール協会副会長） 
　谷田部和彦（日本野球連盟専務理事） 
　広田勝己（毎日新聞社取締役） 
　杉田憲英（総務省地域政策課長）

●�

行
政
相
談
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
、
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政

の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
で
す
。

●�

総
務
省
で
は
、
全
国
50
か
所
の
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
「
き
く
み
み
」）、
行
政
相
談
委
員

が
相
談
所
や
電
話
（
全
国
共
通
番
号
と
相
談

セ
ン
タ
ー
毎
の
電
話
番
号
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
メ
ー
ル
）
等
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

●�

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
無

報
酬
の
民
間
有
識
者
で
、
全
国
に
約
５
０
０
０

人
（
各
市
区
町
村
に
1
人
以
上
）
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、
身
近
な

相
談
役
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
令
和
3
年
は
、

制
度
創
設
60
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

●�

ポ
ス
タ
ー
で
は
、
国
民
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
」
と
行
政
相
談
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
キ
ク
ー
ン
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
は
、
10

年
以
上
ポ
ス
タ
ー
で
活
躍
、
令
和
元
年
度
か
ら

登
場
し
た
キ
ク
ー
ン
は
、
ま
っ
す
ぐ
立
っ
た
耳

で
、
国
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
「
聞
く
」
こ
と

や
、
相
談
を
「
ワ
ン
」
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る

こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

●�

本
ポ
ス
タ
ー
は
、
行
政
相
談
の
周
知
と
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
各
府
省
、
地
方
公
共
団
体
の

ご
協
力
を
得
て
、
全
国
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和３年度
行政相談ポスター

イラスト：FUTO / PIXTA
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総
務
省
消
防
庁
で
は
、
例
年
１
月
か

ら
３
月
を
「
消
防
団
員
入
団
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
ち
、
入
団
促
進
広

報
の
全
国
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ
の

「
和
牛
」
さ
ん
を
団
長
、「
す
ゑ
ひ
ろ
が

り
ず
」
さ
ん
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ス
」

さ
ん
、「
オ
ズ
ワ
ル
ド
」
さ
ん
を
団
員

と
す
る
「
和
牛
消
防
団
」
を
消
防
団
入

団
促
進
サ
ポ
ー
タ
ー
に
任
命
す
る
こ
と

と
し
、
令
和
３
年
12
月
14
日
、
消
防
団

入
団
促
進
サ
ポ
ー
タ
ー「
和
牛
消
防
団
」

任
命
式
に
お
い
て
、
田
畑
総
務
副
大
臣

か
ら
任
命
状
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
若
者
を
中
心
と
し
た
消
防
団

へ
の
入
団
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
11
月
22
日
、
水
戸
地
方
合

同
庁
舎
（
茨
城
県
水
戸
市
）
に
お
い
て
、

小
野
勝
久
茨
城
行
政
相
談
委
員
協
議
会

会
長
（
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議

会
会
長
）
を
始
め
と
し
た
茨
城
県
内
の

行
政
相
談
委
員
の
代
表
と
三
浦
総
務
大

臣
政
務
官
が
車
座
で
の
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

懇
談
の
場
で
は
、
国
民
の
声
を
直
接

聞
く
行
政
相
談
委
員
の
活
動
や
出
前
教

室
な
ど
の
広
報
活
動
に
対
し
て
、
三
浦

総
務
大
臣
政
務
官
か
ら
謝
意
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

や
60
周
年
を
迎
え
た
行
政
相
談
委
員
制

度
の
周
知
な
ど
、
総
務
省
と
し
て
委
員

活
動
の
更
な
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
に
先
立
ち
、「
水
戸
一

日
合
同
行
政
相
談
所
」（
茨
城
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
、
行
政
相
談
委

員
、
水
戸
地
方
法
務
局
、
茨
城
県
弁
護

士
会
、
関
東
信
越
税
理
士
会
茨
城
県
支

部
連
合
会
の
５
機
関
・
団
体
が
参
加
し

て
、
様
々
な
相
談
を
受
付
。）
を
視
察

し
ま
し
た
。

消防団入団促進サポーター
「和牛消防団」任命式

茨城県内の行政相談委員と
車座で懇談

MIC
リポート

01

02

行政相談委員と
の懇談会

相談会場を視察
する三浦総務大
臣政務官

「和牛消防団」に任命状を交付する様子

挨拶する田畑総務副大臣
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